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「岩瀬忠
た だ

震
な り

公」 （平成28（2016）年建立）
　幕末、開国論を主唱した幕府の要人がいました。名だた
る志士たちの陰で、その名前はほとんど知られていませんが、
徳川幕府の外国奉行として、アメリカ総領事ハリスと丁々
発止の交渉を行い、修好通商条約を締結したのは、この岩
瀬忠震でした。先見の明を持って日本の未来を切り開こう
とした忠震の姿を、中村は、折り目正しい裃袴のたたずま
いに写し出そうと苦心したと言います。この像は、設

し た ら

楽家
の陣屋があった、愛知県新城市設楽原歴史資料館の庭に、
昨年４月に建立され、忠震が開港した横浜を指差しています。

特別協力　公益財団法人中村晋也美術館（URL http://www.ne.jp/asahi/musee/nakamura/index.html）

203cm（高さ）×92cm（幅）×115cm（奥行き）

～日々の積み重ねのもとに～
※ 市内で受賞・出場された皆さんのなかから、

全国・県高位以上を基準に掲載させていた
だいています（情報をお寄せください）。

関小学校（６年生）
櫻井陽菜さん

「みえの地物が一番！
朝食メニューコンクール」優秀賞
　元気で健康的な生活のキーワードである
“早寝早起き朝ごはん”に欠かせない「朝食」の
メニューを考え、調理に挑戦する「みえの
地物が一番！朝食メニューコンクール」が、
県内小・中学生を対象に行われました。
　櫻井陽菜さんの作品「野菜たっぷり朝食」
は、応募総数3,162点の中から優秀賞を受賞し
ました。

「郷土三重を英語で発信！
～ワン・ペーパー・コンテスト～」入選
　このコンテストは、中学生が郷土への愛着と誇
りを持ち、文化・伝統が異なる人々と共生する態
度を育むとともに、「郷土三重」についての学習を
深め、英語で積極的に対外的に発信できる力を育
むために、三重県教育委員会が実施しています。
　臼井陸翔さんの作品は、亀山市の歴史的な教育
資源である関宿の魅力を紹介しようとするもの
で、表現力・発信力などが大いに発揮されている
ことが評価され、入選を果たしました。

中部中学校（２年生）
臼井陸翔さん

・ごはん
・トマトとオクラのサッパリみそしる
・甘さとしょっぱさが美味しいかぼちゃと
  にんじんのきんぴら
・鮭のホイルやき
・梅と大葉とたまご入り揚げのたまごやき
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